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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１画像が表示されるサブ画素と第２画像が表示されるサブ画素が交互に隣接配置され
た表示パネルと、前記第１画像と前記第２画像をそれぞれ第１視認方向と第２視認方向に
判別可能にする開口を備えた遮光膜を有するバリアパネルとを有し、
　前記表示パネルは液晶層を挟持して対向配置された第１及び第２基板を有し、前記第１
基板には、マトリクス状に配設された走査線と、信号線と、前記走査線と前記信号線との
交差部近傍に配設された薄膜トランジスタと、前記走査線と平行に形成される補助容量線
と、各サブ画素に、前記補助容量線から延在する補助容量下電極と、前記薄膜トランジス
タのドレイン電極から延在する補助容量上電極と、前記補助容量下電極と補助容量上電極
との間に形成された絶縁膜とを有し、前記補助容量下電極、前記補助容量上電極及び前記
絶縁膜とで補助容量部を構成する液晶表示装置であって、
　前記補助容量上電極は、前記走査線に沿って延在する第１上電極と前記信号線に沿って
延在する第２上電極を備え、前記補助容量下電極は前記走査線に沿って延在する第１下電
極と前記信号線に沿って延在する第２下電極を備え、
　前記第１及び第２視認方向において、前記第１上電極及び前記第１下電極は前記バリア
パネルの遮光領域から露出する露出部を有し、前記露出部の形状は前記信号線間の中心線
に対して線対称であり、前記第２上電極及び前記第２下電極は前記バリアパネルの遮光領
域と平面視で重なっていることを特徴とする２画面液晶表示装置。
【請求項２】
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　前記信号線に沿って延在する前記第２上電極の長さは前記サブ画素の前記信号線に沿う
方向の長さの半分以下であることを特徴とする請求項１に記載の２画面液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２上電極は前記サブ画素の両側の信号線に沿って延在する２本の電極からなるこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の２画面液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第２上電極は前記サブ画素の一方側の信号線に沿って延在する１本の電極からなる
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の２画面液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複数の画像を異なる視認方向に判別可能に表示する２画面液晶表示装置に関す
る。詳しくは、本発明は、走査線に沿って延在する第１補助容量部と信号線に沿って延在
する第２補助容量部を備え、２方向の視角の輝度特性を線対称となるようにした２画面液
晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置はＣＲＴ（陰極線管）と比較して軽量、薄型、低消費電力という特徴があ
り、多くの電子機器に使用されている。液晶表示装置は、配向膜に対してラビング処理す
ることにより所定方向に整列した液晶分子の向きを電界により変えることによって、光の
透過量ないし反射量を変化させて画像を表示させるものである。この電界は一対の電極に
印加される電圧によって生じるが、観察者が画像を視認できるようにするためには、この
電圧を一走査期間内の所定時間保持するための補助容量部が必要である。
【０００３】
　一方、ナビゲーション装置において、交通安全上の配慮から、運転席方向へは例えばナ
ビゲーション画像を表示し、助手席方向へは例えばテレビジョン画像やＤＶＤ画像を表示
する２画面液晶表示装置が知られている。このような視認方向によって異なる画像を認識
できるようにする技術としては、開口（スリット）を有する遮光膜によるもの（下記特許
文献１（特開２００６－１８４８５９号公報）参照）、レンチキュラーレンズによるもの
、そして、ストライプ上の突起に形成された垂直配向膜によるもの（下記特許文献２（特
開２００６－２７６５９１号公報）参照）が公知である。ここで従来の液晶表示装置の補
助容量部の構成について図１０を用いて説明する。
【０００４】
　図１０は従来の液晶表示装置の補助容量部を示す１サブ画素分の平面図である。
【０００５】
　この液晶表示装置６０は、補助容量部の一方の電極として補助容量下電極６１が各サブ
画素に形成されている。補助容量下電極６１は走査線６７と平行に形成された補助容量線
６２に電気的に接続されている。スイッチング素子としての薄膜トランジスタＴＦＴ（Th
in Film Transistor）のドレイン電極Ｄは、平面視で補助容量下電極６１と重畳する位置
まで延在され、補助容量上電極６５を形成する。また、ドレイン電極Ｄはコンタクトホー
ル６４を介して画素電極６３と電気的に接続されている。この補助容量上電極６５と、補
助容量下電極６１と、絶縁膜（図示せず）とで補助容量部が構成される。なお、下記特許
文献３（特許第２５８４２９０号公報）に開示されている液晶表示装置のように、透明な
画素電極６３を補助容量上電極として使用する場合もある。なお、参照符号６８の部分は
液晶表示装置６０を２画面液晶表示装置とした場合の斜め方向から視認した場合のバリア
の開口を示す。
【０００６】
　ドレイン電極や補助容量電極を透明導電性材料で形成すると、抵抗値が高くなるので、
所望する容量が得られなかったり、画素電極の電位の変動やクロストークの増加が生じる
。そのため、ドレイン電極や補助容量電極は、一般的に、抵抗値を低くするために、アル
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ミニウムやアルミニウム合金等の不透明な金属材料で形成されている。しかしながら、ド
レイン電極や補助容量電極が不透明な金属材料で形成されていると、開口率が低くなると
いう問題点が存在している。そこで、下記特許文献４（特開平９－１２００８２号公報）
に開示されている液晶表示装置のように、補助容量部を各サブ画素の両側にある信号線に
沿って２本形成し、補助容量部を平面視で表示パネルの遮光領域に配置することにより開
口率を向上させることが考えられた。
【０００７】
　２画面液晶表示装置は、隣接する画素が異なる視認方向に漏れないようにするために、
遮光領域が通常の液晶表示パネルにおける隣接画素の光漏れ防止用の遮光領域よりも広く
なっている。このために、下記特許文献５（特開２００８－１６４７４０号公報）に示さ
れているように、補助容量線を信号線に沿うように形成するとともに、この補助容量線を
平面視で２画面液晶表示装置の遮光領域内に配置することが考えられた。この下記特許文
献５に開示されている２画面液晶表示装置を図１１を用いて説明する。なお、図１１にお
いては図１０に示した液晶表示装置６０と同一構成部分には同一の参照符号を付与してそ
の詳細な説明は省略する。
【０００８】
　図１１は、下記特許文献５に開示されている２画面液晶表示装置における１サブ画素分
の平面図である。
【０００９】
　この２画面液晶表示装置７０は、補助容量部を構成する補助容量下電極７１と補助容量
上電極７２とが信号線６６に沿って延在されている。補助容量下電極７１は金属材料から
なるドレイン電極Ｄを延在させたものであり、補助容量上電極７２は同じく金属材料から
なる補助容量線７３を延在させたものである。そのため、補助容量下電極７１及び補助容
量上電極７２は、共に不透明であるので、開口率を低下させないようにするために、平面
視でバリア６９の形成領域に形成されており、斜め方向から視認した場合のバリアの開口
６８からは露出しないようにされている。
【特許文献１】特開２００６－１８４８５９号公報
【特許文献２】特開２００６－２７６５９１号公報
【特許文献３】特許第２５８４２９０号公報
【特許文献４】特開平９－１２００８２号公報
【特許文献５】特開２００８－１６４７４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献５に開示されている２画面液晶表示装置７０は、サブ画素の両
端のみ２画面用とするためのバリア（遮光領域）６９で被覆されおり、サブ画素の上下部
分は２画面用とするためのバリアで覆われない。このために、２画面液晶表示装置７０の
特有の問題となるのがドレイン電極Ｄの存在である。すなわち、ＴＦＴのドレイン電極Ｄ
は、画素電極６３とコンタクトホール６４を経て電気的に接続されている。そして、従来
の２画面液晶表示装置７０では、開口率を向上させるためになるべくドレイン電極Ｄの面
積を小さくなるようにしているため、サブ画素の表示領域が信号線間の中心線に対して線
対称とはならない（図１１のＡ部参照）。このため、特許文献５に開示されている２画面
液晶表示装置７０は、視角の輝度特性が左右対称とはならず、例えば、運転席方向から視
認した場合と助手席方向から視認した場合とでサブ画素の輝度が異なるようになる。この
ように視認方向によってサブ画素の輝度が異なれば、それぞれの視認方向の画像の明るさ
が異なり、また、三原色による混色が所望する色とは異なるという、２画面特有の問題が
生じている。
【００１１】
　本発明は上記従来技術の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、補助
容量部を信号線に沿って形成することにより、補助容量部を遮光領域に入れて開口率を向
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上させると共に、表示領域の形状が矩形状となるようにして、２方向の視角の輝度特性が
線対称となるようにした２画面液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の２画面液晶表示装置は、
　第１画像が表示されるサブ画素と第２画像が表示されるサブ画素が交互に隣接配置され
た表示パネルと、前記第１画像と前記第２画像をそれぞれ第１視認方向と第２視認方向に
判別可能にする開口を備えた遮光膜を有するバリアパネルとを有し、
　前記表示パネルは液晶層を挟持して対向配置された第１及び第２基板を有し、前記第１
基板には、マトリクス状に配設された走査線と、信号線と、前記走査線と前記信号線との
交差部近傍に配設された薄膜トランジスタと、前記走査線と平行に形成される補助容量線
と、各サブ画素に、前記補助容量線から延在する補助容量下電極と、前記薄膜トランジス
タのドレイン電極から延在する補助容量上電極と、前記補助容量下電極と補助容量上電極
との間に形成された絶縁膜とを有し、前記補助容量下電極、前記補助容量上電極及び前記
絶縁膜とで補助容量部を構成する液晶表示装置であって、
　前記補助容量上電極は、前記走査線に沿って延在する第１上電極と前記信号線に沿って
延在する第２上電極を備え、前記補助容量下電極は前記走査線に沿って延在する第１下電
極と前記信号線に沿って延在する第２下電極を備え、
　前記第１及び第２視認方向において、前記第１上電極及び前記第１下電極は前記バリア
パネルの遮光領域から露出する露出部を有し、前記露出部の形状は前記信号線間の中心線
に対して線対称であり、前記第２上電極及び前記第２下電極は前記バリアパネルの遮光領
域と平面視で重なっていることを特徴とする。
【００１３】
本発明の２画面液晶表示装置は、第１画像が表示されるサブ画素と第２画像が表示される
サブ画素が交互に隣接配置された表示パネルと、前記第１画像と前記第２画像をそれぞれ
第１視認方向と第２視認方向に判別可能にする開口を備えた遮光膜を有するバリアパネル
とを有している。かかる構成によって、例えば第１画像は運転席方向から見ることができ
るが助手席方向からは見ることができず、第２画像は助手席方向から見ることができるが
運転席方向からは見ることができないようにすることができる。
【００１４】
　そして、本発明の２画面液晶表示装置は、補助容量部を構成する補助容量上電極は、走
査線に沿って延在する第１上電極と信号線に沿って延在する第２上電極を備え、補助容量
下電極は走査線に沿って延在する第１下電極と信号線に沿って延在する第２下電極を備え
、第１及び第２視認方向において、第１上電極及び第１下電極はバリアパネルの遮光領域
から露出する露出部を有し、この露出部の形状は信号線間の中心線に対して線対称であり
、前記第２上電極及び前記第２下電極は前記バリアパネルの遮光領域と重なるようになさ
れている。このような構成を備えていると、各サブ画素のバリアパネルの遮光領域から露
出する露出部の形状が各サブ画素の両側の信号線間の中心線に対して線対称となるので、
２画面の視角の輝度特性が左右対称となる。また、補助容量を形成する第２上電極及び第
２下電極はバリアパネルの遮光領域と平面視で重なるようになされているので、第２上電
極及び第２下電極を形成したことによる開口度の低下は生じない。そのため、本発明の２
画面液晶表示装置によれば、２画面の視角の輝度特性が左右対称となり、しかも、開口度
が大きくて明るい表示が可能な２画面液晶表示装置が得られる。
【００１５】
　本発明の２画面液晶表示装置においては、前記信号線に沿って延在する前記第２上電極
の長さは前記サブ画素の前記信号線に沿う方向の長さの半分以下であることが好ましい。
【００１６】
　本発明の２画面液晶表示装置の第１基板の製造工程中において、ＴＦＴの半導体層を形
成する際に、信号線と第２上電極との間に半導体材料が残存すると、この箇所がＴＦＴと
なって輝点不良となる。しかしながら、本発明の２画面液晶表示装置によれば、第２上電



(5) JP 5109887 B2 2012.12.26

10

20

30

40

50

極の延在距離を短くしたので、上述のような輝点不良を低減することができるようになる
。
【００１７】
　また、本発明の２画面液晶表示装置においては、前記第２上電極は前記サブ画素の両側
の信号線に沿って延在する２本の電極からなることが好ましい。
【００１８】
　本発明の２画面液晶表示装置によれば、サブ画素の両側の信号線に沿って延在する２本
の電極は、平面視で各サブ画素のバリアパネルの遮光領域によって覆われるので、開口率
を低下させることなく、大きな補助容量を得ることができるようになる。
【００１９】
　また、本発明の２画面液晶表示装置においては、前記第２上電極は前記サブ画素の一方
側の信号線に沿って延在する１本の電極からなるものとすることもできる。
【００２０】
　本発明の２画面液晶表示装置によれば、第２上電極を隣接するサブ画素の信号線に近接
させないようにすることができるので、自己のサブ画素の制御信号とは異なる制御信号が
入力されている隣接するサブ画素の信号線によるクロストークを低減することができるよ
うになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の最良の実施形態を説明する。ただし、以下に示す実施形
態は、本発明の技術思想を具体化するための２画面液晶表示装置の一例を説明したもので
あって、本発明をこの２画面液晶表示装置に特定することを意図するものではなく、特許
請求の範囲に含まれるその他の実施形態にも等しく適応し得るものである。なお、この明
細書における説明のために用いられた各図面においては、各層や各部材を図面上で認識可
能な程度の大きさとするため、各層や各部材毎に縮尺を異ならせて表示しており、必ずし
も実際の寸法に比例して表示されているものではない。
【００２２】
［第１実施形態］
　図１は第１実施形態に係る表示パネルの画素構成を示す図である。図２は表示パネルに
入力される２画面の合成を示す図である。図３はバリアパネルの開口を示す図である。図
４Ａは２画面液晶表示装置の原理を示す図であり、図４Ｂは２画面の視角に対する輝度特
性を示す図である。図５は右方向から見た場合及び左方向から見た場合の画像を重ねて表
した図である。図６は第１実施形態に係る液晶表示装置のサブ画素のアレイ基板の１サブ
画素の概要を示す平面図である。図７は図６のVII－VII線の断面図である。図８は図６の
VIII－VIII線の断面図である。図９は第２実施形態を示す図６に対応する断面図である。
【００２３】
　まず、本発明における２画面の原理に係る構成について図１～図８に基いて説明する。
なお、図１～図８に示した２画面液晶表示装置１０Ａはナビゲーション装置の例であり、
右方向（運転席方向）から視認した場合には第１画像（ナビゲーション画像）が見えるよ
うに画像を表示し、左方向（助手席方向）から視認した場合には第２画像（テレビジョン
画像やＤＶＤ画像）が見えるように画像を表示するものとして説明する。
【００２４】
　図７、図８に示すように、２画面液晶表示装置１０Ａは液晶パネル１１の前面にバリア
パネル１２が紫外線硬化性の接着層１３によって貼り付けられている。液晶パネル１１は
例えばカラー表示のＷＶＧＡタイプのものであり、図１の横方向（後述の走査線２６方向
）に８００画素、縦方向（後述の信号線３１方向）に４８０画素形成されている。１画素
はＲ（赤）・Ｇ（緑）・Ｂ（青）の３つのサブ画素からなり、Ｒ・Ｇ・Ｂの光三原色の夫
々の輝度制御によって１画素の色が所定の色になる。図２に示すように、液晶パネル１１
には第１画像と第２画像の合成画像が入力される。その合成は第１画像と第２画像を市松
模様に取捨選択して行われる。
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【００２５】
　図３に示すように、バリアパネル１２の遮光膜であるバリア層１４は矩形の開口１５を
有している。この開口１５は横方向に隣接する一対のサブ画素の間に配設されている。図
４Ａに示すように、バリア層１４の開口１５によって、第１画像は運転席方向から見るこ
とができるが助手席方向からは見ることができず、第２画像は助手席方向から見ることが
できるが運転席方向からは見ることができないようになされている。このように、液晶パ
ネル１１に表示される第１画像と第２画像の合成画像がバリアパネル１２によって異なる
方向で別々に判別することができるようになっている。２画面液晶表示装置１０Ａは運転
席と助手席の中間に設置されるものとして、例えば運転席方向を右３０度、助手席方向を
左３０度として設計されている。したがって、この２画面液晶表示装置１０Ａは、図４Ｂ
に示すように、視角が－３０度のときと＋３０度のときに輝度が最大になるように設計さ
れている。
【００２６】
　図５には、右３０度の方向から２画面液晶表示パネル１０Ａを視認した場合に観察され
る第１画像及び左３０度の方向から２画面液晶表示パネル１０Ａを視認した場合に観察さ
れる第２画像を重ねて表示されている。すなわち、右３０度の方向から２画面液晶表示パ
ネル１０Ａに表示されている第１画像を視認した場合には、図５に「Ｒ」と表示されてい
る部分の第１画像が視認され、その他の部分はバリアパネルによる遮光領域１６として観
察される。また、左３０度の方向から２画面液晶表示パネル１０Ａに表示されている第２
画像を視認した場合には、図５に｛Ｌ」と表示されている部分の第２画像が視認され、そ
の他の部分はバリアパネルによる遮光領域１６として観察される。そのため、観察者には
、遮光領域１６に形成された開口領域１７があたかもバリアパネルの各サブ画素の実質的
に中央部に位置しているように観察される。
【００２７】
　次に、２画面液晶表示装置１０Ａの各サブ画素の構成について、図６～図８に基づき説
明する。図７、図８に示すように、第１実施形態に係る２画面液晶表示装置１０Ａは、液
晶パネル１１の前面にバリアパネル１２が紫外線で硬化する接着層１３によって貼り付け
られている。液晶パネル１１は液晶層１８と、これを挟持する背面側のアレイ基板１９と
前面側のカラーフィルタ基板２０からなる。液晶層１８の厚みは感光性樹脂材料から形成
される柱状スペーサないし散布することにより配置される樹脂材料やシリカ材料からなる
球状スペーサ（図示せず）によって均一に維持されている。アレイ基板１９の背面には第
１偏光板２１が形成され、バリアパネル１２の前面には第２偏光板２２が形成されている
。第１偏光板２１の背面側からバックライト２３により光が照射されている。
【００２８】
　アレイ基板１９は、ガラスや石英、プラスチック等からなる第１基板本体２４を基体と
している。そして、第１基板本体２４上にゲート電極Ｇと補助容量下電極２５が形成され
ている。各サブ画素のゲート電極Ｇは図６のＸ軸方向に延在する走査線２６の延在によっ
て形成されている。各サブ画素の補助容量下電極２５は図６のＸ軸方向に延在する補助容
量線２７の延在部分によって形成されている。ゲート電極Ｇ、走査線２６、補助容量下電
極２５、補助容量線２７を覆って窒化ケイ素ないし酸化ケイ素等からなる第１絶縁膜（ゲ
ート絶縁膜）２８が形成されている。
【００２９】
　第１絶縁膜２８上に、アモルファスシリコンの半導体層２９が形成されており、半導体
層２９に一部乗り上げるようにしてソース電極Ｓと、ドレイン電極Ｄとが形成されている
。ドレイン電極Ｄから延在して補助容量上電極３０が形成されている。補助容量下電極２
５と補助容量上電極３０と、両電極の間の第１絶縁膜２８で補助容量部Ｃが形成される。
半導体層２９は、第１絶縁膜２８を介してゲート電極Ｇと対向配置されている。これらの
半導体層２９、ソース電極Ｓ、ドレイン電極Ｄ及びゲート電極ＧでＴＦＴを構成する。図
６でＹ軸方向に隣接するサブ画素のソース電極ＳはＹ軸方向に延在する信号線３１によっ
て電気的に接続されている。信号線３１とドレイン電極Ｄを覆って第２絶縁膜３２が形成
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されている。
【００３０】
　第２絶縁膜３２を覆って、第１樹脂層（層間膜）３３が形成され、第１樹脂層３３上に
、透明導電材料からなる画素電極３４が形成されている。第１樹脂層３３と第２絶縁膜３
２を貫通してドレイン電極Ｄに達するコンタクトホール３５が形成されており、このコン
タクトホール３５を介して画素電極３４とドレイン電極Ｄとが電気的に接続されている。
画素電極３４、第１樹脂層３３を覆って例えばポリイミドからなる第１配向膜３６が形成
されている。
【００３１】
　カラーフィルタ基板２０は、ガラスや石英、プラスチック等からなる第２基板本体３７
を基体としており、第２基板本体３７には、サブ画素毎に異なる色光（Ｒ、Ｇ、Ｂあるい
は無色）を透過するＣＦ（カラーフィルタ）層３８と遮光膜であるＢＭ（ブラックマトリ
クス）層３９が形成されている。ＢＭ層３９は走査線２６、信号線３１、ＴＦＴ、補助容
量下電極２５及び補助容量上電極３０と平面視で重なる領域に形成されている。したがっ
て、補助容量部Ｃは平面視でＢＭ層３９の領域内に入っている。平面視でＢＭ層３９とＣ
Ｆ層３８を覆うようにして第２樹脂層（オーバーコート層）４０が形成されている。第２
樹脂層４０を覆うようにして透明導電材料からなる共通電極４１が形成されている。また
、共通電極４１を覆うようにして例えばポリイミドからなる第２配向膜４２が形成されて
いる。なお、液晶層１８はアレイ基板１９とカラーフィルタ基板２０の間に設けられたシ
ール材（図示せず）で形成される密封エリア内に封止されている。
【００３２】
　バリアパネル１２はガラスや石英、プラスチック等からなる第３基板本体４３を基体と
しており、第３基板本体４３には、前述の第１、第２画像を異なる視認方向に判別可能に
するバリア層１４が形成されている。そして、バリア層１４を覆うようにして第３樹脂層
４４が形成されている。
【００３３】
　上述の構成により、バックライト２３から照射された光は走査線２６と信号線３１に入
力される制御信号によってＴＦＴがＯＮ／ＯＦＦし、画素電極３４と共通電極４１間の電
界強度が変化する。補助容量部Ｃは画素電極３４と共通電極４１間に印加された電圧を所
定時間保持する。画素電極３４と共通電極４１間の電界によって液晶層１８の液晶の配向
が変化し、バックライト２３から照射された光の透過率が変化する。これにより、サブ画
素毎の輝度を変化させて第１、第２画像を形成することができる。そして、バリア層１４
によって運転席方向である右３０度の方向から第１画像が、助手席方向である左３０度の
方向から第２画像が判別可能となる。
【００３４】
　次に補助容量部Ｃについて図６に基づき詳細に説明する。図６に示されている走査線２
６、ゲート電極Ｇ、補助容量線２７及び補助容量下電極２５は、全てアルミニウムやアル
ミニウム合金等の不透明な金属材料で形成されている。前述のとおり、補助容量部Ｃは、
補助容量線２７から延在している補助容量下電極２５と、ドレイン電極Ｄから延在してい
る補助容量上電極３０と、補助容量下電極２５と補助容量上電極３０間の第１絶縁膜２８
で構成されている。なお、平面視で補助容量上電極３０と重なっている補助容量線２７も
補助容量部Ｃに含まれる。
【００３５】
　補助容量下電極２５は、走査線２６に沿って延在する第１下電極２５Ａと信号線３１に
沿って延在する第２下電極２５Ｂを備えている。第２下電極２５Ｂは自己のサブ画素の信
号線３１（図６の左側の信号線）に沿って延在する第２下左電極２５ＢＬと、右側の隣接
サブ画素の信号線３１（図６の右側の信号線）に沿って延在する第２下右電極２５ＢＲの
２本が形成されている。第１下電極２５Ａは斜め方向から見た場合のバリアパネルに形成
されている開口領域１７（図５参照）に露出する下露出部２５Ｃを有する。言いかえれば
、第１下電極２５Ａは２画面の遮光領域１６（図５参照）で覆われない下露出部２５Ｃを
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有する。なお、第２下電極２５Ｂは全て平面視で２画面の遮光領域１６で覆われている。
【００３６】
　補助容量上電極３０は走査線２６に沿って延在する第１上電極３０Ａと信号線３１に沿
って延在する第２上電極３０Ｂを備えている。第２上電極３０Ｂは自己のサブ画素の信号
線３１に沿って延在する第２上左電極３０ＢＬと、右側の隣接するサブ画素の信号線３１
（図６の右側の信号線）に沿って延在する第２上右電極３０ＢＲの２本が形成されている
。第１上電極３０Ａは斜め方向から見た場合のバリアパネルに形成されている開口領域１
７に露出する上露出部３０Ｃを有している。言いかえれば、第１上電極３０Ａは２画面の
遮光領域１６で覆われない上露出部３０Ｃを有する。第２上電極３０Ｂは平面視で全て２
画面の遮光領域１６で覆われている。
【００３７】
　第１上電極３０Ａが第１下電極２５Ａに、第２上左電極３０ＢＬが第２下左電極２５Ｂ
Ｌに、第２上右電極３０ＢＲが第２下右電極２５ＢＲに夫々平面視で略覆われるように重
なり、夫々重なった部分が対の補助容量電極となっている。これらの個々の補助容量の合
計がサブ画素の補助容量部としての容量となる。このように２画面の遮光領域１６の信号
線３１に沿う長い２本の領域を利用して、信号線３１に沿って延在する補助容量部を２本
形成しているために、開口率を低下させることなく、大きな補助容量を得ることができる
。
【００３８】
　第１上電極３０Ａと第１下電極２５Ａはいずれも矩形であり、各サブ画素の両側の信号
線３１間の中心線に対して線対称となっている。また、第１上電極３０Ａは平面視で第１
下電極２５Ａからは図６のＹ軸方向にははみ出ていない。したがって、各サブ画素の中央
下部において、斜め方向から見た場合のバリアパネルに形成されている開口領域１７に露
出する不透明領域は各サブ画素の両側の信号線３１間の中心線に対して線対称となってい
るため、２画面の視角の輝度特性が左右対称となる。
【００３９】
　なお、第１上電極３０Ａと第１下電極２５Ａが矩形でなくても、第１上電極３０Ａと第
１下電極２５Ａを合わせた領域が各サブ画素の両側の信号線３１間の中心線に対して線対
称であれば、２画面の視角の輝度特性が左右対称となる。例えば、覆われる側が矩形でな
くても覆う側が矩形であれば良く、また、線対称な台形状であってもよい。
【００４０】
　第２下左電極２５ＢＬと第２下右電極２５ＢＲはサブ画素間の光漏れを防止するために
、信号線３１に沿って表示領域の長さの分延在されている。これに対して、第２上左電極
３０ＢＬと第２上右電極３０ＢＲは信号線３１に沿って表示領域の長さの約半分までしか
延在していない。このようにした理由は、次のとおりである。すなわち、製造工程中にＴ
ＦＴの半導体層２９を形成する際に、信号線３１と第２上右電極３０ＢＲないし第２上左
電極３０ＢＬとの間に半導体材料が残存すると、この箇所がＴＦＴとなって輝点不良が生
じる。しかしながら、第２上左電極３０ＢＬと第２上右電極３０ＢＲの延在距離を短くす
ると、上述のような輝点不良を低減することができるようになる。
【００４１】
［第２実施形態］
　次に第２実施形態の２画面液晶表示装置１０Ｂを図９を用いて説明する。ただし、図９
においては、第１実施形態の２画面液晶表示装置１０Ａと同一の構成部分には同一の参照
符号を付与してその詳細な説明は省略する。この第２実施形態の２画面液晶表示装置１０
Ｂは、第１実施形態の２画面液晶表示装置１０Ａの第２上右電極３０ＢＲを削除したもの
に相当する。
【００４２】
　第２実施形態の２画面液晶表示装置１０Ｂにおける補助容量上電極５１は第１実施形態
と同様に、走査線２６に沿って延在する第１上電極５１Ａと信号線３１に沿って延在する
第２上電極５１Ｂを備えているが、第２上電極５１Ｂは自己のサブ画素の信号線３１に沿
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って延在する電極１本であり、右側の隣接するサブ画素の信号線３１に沿って延在する電
極は備えていない。このように隣接画素の信号線３１にドレイン電極を近接させないよう
にすることにより、自己のサブ画素の制御信号と異なる制御信号が入力される隣接するサ
ブ画素の信号線３１によるクロストークを低減することができる。
【００４３】
　第２実施形態の２画面液晶表示装置１０Ｂにおいては、第１実施形態の２画面液晶表示
装置１０Ａの第２上右電極３０ＢＲを削除した分だけ、第２上電極５１Ｂの幅を広くする
とよい。これに伴って、バリアパネルの斜め方向から見た場合の開口領域５２を右方向に
移動させることができる。そして、第１実施形態の２画面液晶表示装置１０Ａの場合と同
様に、補助容量下電極５３は走査線２６に沿って延在する第１下電極５３Ａと信号線３１
に沿って延在する第２下電極５３Ｂを備え、第２下電極５３Ｂは自己のサブ画素の信号線
３１に沿って延在する第２下左電極５３ＢＬと、右隣接サブ画素の信号線３１に沿って延
在する第２下右電極５３ＢＲの２本が形成されているが、第２上右電極３０ＢＲを削除し
た分、第２下左電極５３ＢＬの幅を広くし、第２下右電極５３ＢＲの幅を狭くしてある。
したがって、第２上電極５１Ｂの幅を広くしても、信号線３１に沿う補助容量部は２画面
の遮光領域内となる。このようにバリアパネルの斜め方向から見た場合の開口領域５２を
右方向に移動させることで、開口率と補助容量を減少させることなく、クロストークを低
減することができるようになる。
【００４４】
　なお、上述の合成画像の配列は市松模様状であるので、バリア層の開口が矩形であった
が、上記特許文献５に開示されている２画面液晶表示装置のように、サブ画素の中央部を
全て開口したもの、すなわち、合成画像の配列がストライプ状のものの場合にも本発明を
適用することができる。更に、本発明は、複数の画像を同一の視認方向から判別可能に表
示する３次元表示の液晶表示装置に対しても適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】第１実施形態に係る表示パネルの画素構成を示す図である。
【図２】表示パネルに入力される２画面の合成を示す図である。
【図３】バリアパネルの開口を示す図である。
【図４】図４Ａは２画面液晶表示装置の原理を示す図であり、図４Ｂは２画面の視角に対
する輝度特性を示す図である。
【図５】右方向から見た場合及び左方向から見た場合の画像を重ねて表した図である。
【図６】第１実施形態に係る液晶表示装置のサブ画素のアレイ基板の１サブ画素の概要を
示す平面図である。
【図７】図６のVII－VII線の断面図である。
【図８】図６のVIII－VIII線の断面図である。
【図９】第２実施形態を示す図６に対応する断面図である。
【図１０】従来の液晶表示装置の補助容量部を示す１サブ画素分の平面図である。
【図１１】従来の２画面液晶表示装置における１サブ画素分の平面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１０Ａ、１０Ｂ：２画面液晶表示装置　１１：液晶パネル　１２：バリアパネル　１３
：接着剤層　１４：バリア層　１５：開口　１６：遮光領域（斜視状態）　１７、５２：
開口領域（斜視状態）　１８：液晶層　１９：アレイ基板　２０：カラーフィルタ基板　
２１：第１偏光板　２２：第２偏光板　２３：バックライト　２４：第１基板本体（アレ
イ基板）　２５、５３：補助容量下電極　２５Ａ、５３Ａ：第１下電極　２５Ｂ、５３Ｂ
：第２下電極　２５ＢＲ、５３ＢＲ：第２下右電極　２５ＢＬ、５３ＢＬ：第２下左電極
　２６：走査線　２７：補助容量線　２８：第１絶縁膜（ゲート絶縁膜）　２９：半導体
層　３０、５１：補助容量上電極　３０Ａ、５１Ａ：第１上電極　３０Ｂ、５１Ｂ：第２
上電極　３０ＢＲ：第２上右電極　３０ＢＬ：第２上左電極　３１：信号線　３２：第２
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絶縁膜　３３：第１樹脂層（層間膜）　３４：画素電極　３５：コンタクトホール　３６
：第１配向膜　３７：第２基板本体（カラーフィルタ基板）　３８：ＣＦ層　３９：ＢＭ
層　４０：第２樹脂層（オーバーコート層）　４１：共通電極　４２：第２配向膜　４３
：第３基板本体　４４：第３樹脂層　

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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